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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１

○講 師 尚古集成館 館長 田村 省三 氏
○演 題 海音寺潮五郎作品の歴史観
○日 時 平成25年12月20日（金）

午後１時30分～午後３時45分

○場 所 県立図書館（大研修室）

○定 員 190人

○申込方法 県立図書館へ電話，ＦＡＸ又はメールで

申し込んでください。
ＴＥＬ ０９９－２２４－９５１４ ＦＡＸ ０９９－２２４ー５８２４

メール libhoushi@pref.kagoshima.lg.jp

○問い合わせ先 奉仕課企画指導係

ホットの２

○日 時 平成25年12月8日（日）

午後2時～午後3時10分

○場 所 県立図書館（大研修室）

○内 容 大型絵本読み聞かせ，

パネルシアター，人形劇など

【24年度おはなしのじかん冬のスペシャル】

ホットの３

２階閲覧室の14か所に，新しくおすすめの本の紹介を始めました。場所ごとに展示の工夫をしてい

ますので，ぜひ，ご覧ください。貸出後は，その都度補充しています。

【大活字本】 【歴史の本】 【追悼作家の本】 【哲学の本】

入場無料
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入場無料

県立鶴丸高等学校放送部員に

よる海音寺潮五郎作品の朗読

も予定しています。

終了後，お楽しみ抽選会があります！
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● 児童文化室ミニ展示

11月23日（土）～12月22日（日）

「寒いのなんかへっちゃらだ！」と

題して，雪やお正月など，冬に関する本を紹介しま

す。

● 一般閲覧室ミニ展示

12月６日（金）～１月７日（火）

「新年準備，お手伝いします。」と題して，新しい

年を迎える準備に役立つ本を紹介します。

休館日のお知らせ

県立図書館に届いた
今回紹介していただいた宝本は，かがくいひろし さくの『おしくら・まんじゅう』（ブロンズ新社）です。

娘が３歳の時から読んでいる絵本です。いたずら好きの紅白のおまんじゅうが，押しく

らまんじゅうをしたときのリアクションが楽しいです。とてもリズミカルで，あまりのか

わいさ，楽しさに大人も子どももいやされる本です。

父として，読み聞かせにはまるきっかけになった一冊でもあります。

寝る前に読むと笑いすぎて，なかなか寝なかったということもありました。

図書館カレンダー

絵本『おんなじおんなじ』（多田ヒロシ こぐま
え ほん た だ

社）からのクイズです。
しや

ぶうとぴょんは，くつもようふくもなんでもおんな

じ。ぼうしの中にいた○○○もおんなじ。さて，ぼう
なか

しの中にいたのはなんでしょう？
なか

＊ヒント＊

最初に「か」がつくいきものだよ！
さいしよ

開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで。

【クイズに答えてプレゼントをもらおう!!】 日曜日・祝日（斜字体）: ９時～17時
こ た

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，１２月１０日（火）までに入れてください。 抽 選 は，休館日。
はこ い ちゆうせん

で正解者２０人にしおりなどのプレゼントを差し上げます。 ★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。
せいかいしや にん さ あ

前回の答えは「ひこうき」でした。たくさんのご応募ありが ◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。
ぜんかい こた おう ぼ

とうございました。 は，一般閲覧室新着図書の日（11月19日,12月６日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（11月23日）。

と し ょ か ん

○ 蔵書点検作業のため，平成25年11月26日から

12月5日まで休館します。

○ 休館中の返却は，ブックポストをご利用くだ

い。ブックポストは，正面玄関前，学習室入り

口，県庁１階ロビ－の３か所に設置してありま

す。

10月から11月にかけて，大勢の小学生が図書館見学

に訪れます。その多くは生活科の学習をするための小

学２年生です。

館内見学で子どもたちは，まず「小学校の本は○万

冊だから，学校の本の○○倍だ。」と本の多さに驚き

ます。次に，本以外のＯＰＡＣ（蔵書検索システム）

やマイクロフィルムなどに驚き，やがて，ボランティ

アの方の存在や職員の仕事内容，読書や調べ物をする

利用者の姿，静かな雰囲気の図書館などに気付いてい

きます。

見学をした後，自分たちが持ってきた課題を解決

し，約１時間の図書館での学習が終了します。小学生

は多くのことを学んで帰っていきます。

毎回，その後ろ姿を見なが

ら，この小学生が県立図書館

を身近に感じ，利用者とし

て，また訪れてくれることを

願っています。


